
丈
明
之
虚
説

癌
は
ど
う
い
う
病
か

1 

癌
と
は
、
加
齢
に
と
も
在
い
発
症
率
が
加
速
的
に
増
加
す

ゃ
ez
い

る
典
型
的
な
老
人
病
で
あ
る
。
病
と
い
え
ば
、
あ
る
異
常
な

「他
者
」
が
健
康
な

「自
己
」
の
体
に
取
り
衝
い
た
も
の
だ

か
ら
、
異
常
在
も
の
を
排
除
す
れ
ば
再
び
健
常
に
戻
れ
る
か

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
と
れ
は
感
染
症
な
ど
の
急

性
疾
患
の
話
で
あ
る
。
医
学
・
医
療
の
伝
統
的
な
役
割
は
と

の
感
染
症
の
治
療
に
あ
っ
た
。

感
染
症
は
自
己
へ
の
他
者
の
侵
入
で
あ
る

一
方
、
癌
と
は

「自
己
変
化
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
自
己
変
化
は
老
化
が
も

た
ら
す
遺
伝
子
構
造
の
変
化
に
よ

っ
て
生
じ
る
。
変
化
し
た

遺
伝
子
を
元
に
戻
す
な
ど
と
い
う
の
は
、
神
を
も
恐
れ
ぬ
所

業
で
あ
る
。
癌
の
「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」
な
ど
と
高
唱

し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
と
ふ
と
思
い
、
欧
米

の
医
学
雑
誌
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
い
て
み
る
と
、
驚
い
た

と
と
に
、
癌
検
診
の
無
効
性
や
過
剰
検
診
の
弊
害
・
な
ど
を
証

す
論
文
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
で
は
・
な
い
か
。

癌
検
診
が
有
効
か
無
効
か
を
実
証
す
る
最
も
有
力
な
手
立

て
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
た
「
無
作
為
抽
出
試
験
」
、

つ
ま
り
検
診
を
受
け
・なか

っ
た
者
（
放
置
群
）
と
受
け
た
者

ね

た

な

べ

と

し

お

渡
辺
利
夫
（
拓
殖
大
学
学
事
顧
問
）

一
九
一
一
一
九
年
、
山
梨
県
生
ま
れ
。
七
O
年
、
慶
照
義
霊
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
。
経
済
学
博
士
。
筑
波
大
学
・
東
京
工
業
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
。
拓
殖
大
学

園
際
開
発
学
部
学
部
長
、
学
長
、
総
長
芯
ど
を
経
て
、
二

O
一
五
年
十
二
月
よ
り
現
職
。

（
検
診
群
）
と
の
残
存
生
存
期
間
を
比
較
す
る
統
計
的
手
法

で
あ
る
。
B
M
J
（プ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

・
メ
デ
ィ
カ
ル

・
ジ

ャ
ー
ナ
ル
）
と
い
う
権
威
誌
の
二

O
二
ハ
年
一
月
号
に
「
癌

検
診
が
死
亡
率
減
少
に
役
立
た
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
」
と

い
う
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
欧
米
で
展
開
さ
れ
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
部
位
に
つ
い
て
の
無
作
為
抽
出
試
験
の
結
果
を

総
ま
と
め
し
た
論
文
で
あ
る
。
欧
米
で
発
症
率
が
高
い
大
腸

が
ん
の
検
診
に
つ
い
て
の
み
記
し
て
お
く
と
、
受
検
者
四
万

六
五
五
一
人
の
う
ち
、
三
O
年
後
の
総
死
亡
者
数
は
、
検
診

群
七

一
一
一

人
、
放
置
群
七
一

O
九
人
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ

た
と
い
う
、
呆
気
に
と
ら
れ
る
よ
う
な
結
果
で
あ
る
。

無
作
為
抽
出
試
験
は
欧
米
で
は
し
き
り
に
展
開
さ
れ
て
い

る
が
、
残
念
、
な
が
ら
日
本
で
は
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な

い
。
厚
生
労
働
省
、
医
師
会
、
抗
癌
剤
製
薬
界
、
な
ど
か
ら
な

る
巨
大
在
既
得
権
益
集
団
が
あ
っ
て
、
ど
う
に
も
動
き
難
い

と
い
う
と
と
な
の
か
。
無
意
味
で
有
害
な
過
剰
検
診
に
よ
っ

て
術
死
、
抗
癌
剤
死
、
抑
欝
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
人
々

が
少
在
く
な
い
。
老
人
病
に
は
思
想
を
も
っ
て
対
抗
し
な
け

ほ
ぞ

れ
ば
、
と
私
は
臓
を
固
め
て
い
る
。


